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京style
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話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】
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～六地蔵めぐり～

京都市内につながる街道の入り口に、町の中心を守るように六つのお寺が配置

されており、それぞれに大きく美しい地蔵菩薩立像が祀られています。

上善寺「鞍馬口地蔵」（鞍馬街道）、源光寺「常盤地蔵」（周山街道）、

地蔵寺「桂地蔵」（丹波、山陰街道）、浄禅寺「鳥羽地蔵」（西国街道）、

大善寺「伏見六地蔵」（奈良街道）、徳林庵「山科地蔵」（東海道）、この六つの

地蔵尊を巡り、各寺で 6 色の幡（はた）を 1 枚ずつ授かるのが「六地蔵めぐり」です。

これらの六地蔵は、小野篁（おののたかむら）の作と伝えられています。篁は大病で

仮死状態になった折、地蔵菩薩の化身に出会ったことに感激し、現世で苦しむ人々

を救うため、桜の大木から六体の地蔵を彫刻しました。その後、後白河天皇が

六地蔵尊を信仰し、王城守護 ・ 厄除け ・ 旅人の安全を祈願して、都に通じる六街道

の入り口にお堂を建てて分置されました。これが「六地蔵めぐり」の始まりとされています。

毎年 8 月 22 ・ 23 日の２日間だけご開帳されるお地蔵様のお姿を拝み、幡を授与して

いただく事ができます。歴史と信仰に触れる京都の夏の行事として、ぜひ一度、足を

運んでみてはいかがでしょうか。お参りの際は熱中症などに十分ご注意ください。


